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新潟県魚野川流域における冬季期間の水質総合解析
Water quality synthesis analysis at period of winter in Niigata Prefecture Uono river basin
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1　はじめに
新潟県の中越地方に位置する魚野川は新潟県と群馬県の県境である谷川岳を源頭に持つ一級河川であり信濃川に合流

する。流域全体が豪雪地帯として知られている。そのため、春先から初夏にかけて融雪出水が生じ、河川水質を変化さ
せる要因となっている。本稿では 2009年から行ってきた冬季週 1観測結果と 2011-12年冬季に行っている日単位、時間
単位の観測結果をもとに、同流域における水質変動（ECや主用溶存成分）や積雪深変動、雪質変動について総合的に考
察し、冬季期間の水質変動や形成のメカニズムについて明らかにするとを目的とした。
２　結果と考察
魚野川本流下流部における積雪期の水質経時変化をみると ECの日変動が大きく、最大で 153μ S/cm、最小で 94μ

S/cmと 59μ S/cmの開きがある。川口橋より上流の堀之内橋で国交省が観測している水位データとECの変動をみると、
水位が上昇しているときに EC値が希釈効果により低下していることが（15～18日）で見られるが、14日は水位が上昇
しているにも関わらず EC値の低下せずに、日単位での周期的な変動をしている。上流部で合流する流域内最大の支流破
間川の影響が考えられ、破間川中流部におけるダムの放流の影響と思われる。（図 2）融雪期（破間川合流前の魚野川本
流青島橋）では ECが徐々に低下し、pHは 4月 2日～6日にかけて急激に低下した。ECの最大値の 168μ S/cm（2月
27日）から最小値の 56μ S/cm（4月 23日）と 112μ S/cmの低下がみられた。4月 19日～20の夜から早朝にかけて
ECの急激な上昇がみられ、最大値の 150μ S/cmから 2時間で 75μ S/cmまで減少した。（図 3）
積雪中の EC値と溶存成分の関係をみると、Naや Clの相関が比較的良く、融雪時の河川水においても似た結果が得ら

れた。これらの濃度はMgや Caの濃度よりも高いため、河川 EC値の急激な上昇の要因は、雪に起因する Naや Cl成分
と思われる。（図４・図 5）
４　おわりに
3回分の冬季期間の現地観測と水質分析結果を利用し、GISを用いて魚野川流域の物質収支・水収支を理解し、自然や

人為的影響といった複合的な要因に起因している河川水質形成について要素ごとに定量的に明らかにしたい。
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